










要約:口唇口蓋裂発生には、遺伝的要因の他に母体環境が大きく関与していることが知ら

れており・我々もこれまでに種々の疫学調査を行って来た。今回は一定期間に出生した口

唇口蓋裂の患者の母親と同一地域で同じ時期に健常児を出生した母親を対照例にいくつか

の項目について症例対照研究を行った。対照ともっとも著しい差を示したのは緑黄色野菜

の嗜好であったことはすでに平成 5年度研究報告書において報告したが、今回はさらに他

の調査項目である喫煙と緑黄色野菜の嗜好についての関連を追求した。その結果、緑黄色

野菜を多く摂取している群では喫煙の習慣の有無が対照群との間には有意差はみられず、

口唇口蓋裂児出生の危険因子としては考えられなかったが、緑黄色野菜を多く摂取してい

ない群については喫煙について対照との間に有意差がみられ、口唇口蓋裂児出生の危険因

子となりうる可能性を示唆した。


